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発表演題名 地下水汚染発見後 20 年経過地区における汚染状況等に関する研究（第 2

報） 
発表学会名 第 25回全国環境研協議会東海・近畿・北陸支部「支部研究会」発表会 
発表者名 吉田耕一郎（環境部） 

開催場所 名古屋国際センター３階 

発表日時 平成２３年１月２１日（金） 

発表内容 地下水汚染対策の効率的・効果的な推進に寄与することを目的に、地下

水汚染発見後 20年をひとつの区切りとしてとらえ、汚染発見後 20年が経
過する汚染地区を対象に平成 21 年度から地下水汚染状況等に関する詳細
調査を実施し、汚染範囲の再確認や汚染低下の見込み等について検証を行

っている。 

22年度は E市 F地区の 27地点で調査を行い、2年度調査結果（調査地
点 34地点）および追跡調査として実施した 13年度調査（調査地点 34 地
点）と比較した。その結果、原因汚染物質であるトリクロロエチレンは、

2年度調査では環境基準超過地点が 4地点（11.8％）、環境基準以下での検
出地点のうち環境基準の 2 分の 1 以上検出された地点が 2 地点（5.9％）
であったのに対し、13年度調査、22年度調査ではともにゼロとなった。2
年度と 22 年度調査間で比較可能な 7 地点の平均濃度変化率はマイナス約
84％と大きく低下した。一方、一次分解生成物である 1,2-ジクロロエチレ
ンは、13年度調査では環境基準超過地点が 2地点（5.9％）、環境基準以下
での検出地点のうち環境基準の 2 分の 1 以上検出地点が 1 地点（2.9％）
であったのに対し、22年度調査では、それぞれ1地点（3.7％）、2地点（7.4％）
となった。13 年度と 22 年度調査間で比較可能な 10 地点の平均濃度変化
率は約 16％の上昇であり、4地点で低下したものの逆に 6地点では上昇し、
その最大上昇率は 94％であった。さらに次段階の分解生成物である塩化ビ
ニルモノマーは、22年度調査において環境基準の 2分の１未満で検出され
た地点が 3地点あった。なお、全鉄濃度が 5mg／L以上の地点ではトリク
ロロエチレンよりも分解生成物の割合が非常に高くなっており、当地区で

はトリクロロエチレンの鉄による還元的分解が相当進行しているものと考

えられた。 
 

 


